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地
域
材
で
整
備
さ
れ
た
各
地
の
木
造
公
共
施
設
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
第
四
回
目
は
長
野
市
の
「
茶
臼
山
自
然
植
物
園
緑
育
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

茶臼山自然植物園における緑育活動の拠点施設で、作業・展示室と講習室があり、園内での花づくり・
森づくり活動や緑を育てる講習会などに利用されています。
また、同センターの銘板やサインは園内の間伐材から作られており、地域産材を使った温もりある建物

で、木の良さを広く発信する木造施設です。

全　景全　景

作業・展示室作業・展示室正面受付正面受付
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募金活動に御協力をお願いします。

植樹の様子

イ ベ ン ト

街 頭 募 金

長野県 林務部 森林づくり推進課

　４月2９日（土）から５月５日（金）は
「みどりの週間」です。県内各地で、この
期間中、高校生ボランティアの皆さん達と
一緒に緑の募金活動を行います。
　「緑の募金」は、多くの「人と緑」をつ
なげる活動に役立てられますので、御協力
をお願いします。

　４月以降県内各地域で、緑化に関する多くのイベントが開催されます。
　昨年６月に国土緑化運動の中心的な行事である第67回全国植樹祭を長野県
で開催し、県内での緑化に対する期待・関心が高まっている流れを受けて、
平成29年度も県内各地で植樹祭や緑の募金活動等の様々な緑化運動が行われ
ます。皆さんも植樹会場や身近な山や公園に足を運んでいただき、緑と触れ
合ってみませんか。

　県では、毎年「ふるさとの森づくり県民
の集い」（県植樹祭）を行っています。
　平成29年度は、６月3日（土）に長和町 
姫木平（大門財産区）(エコーバレースキー
場 隣接地) において開催するほか、県内各
地で植樹祭が行われます。緑に親しみ、楽
しめる企画を準備していますので、多くの
方のご参加をお待ちしています。
　また、県内各地で「信州 山の日」に関連
したイベントが行われますので、こちらも
是非ご参加ください。

４月１日から５月31日は『緑化推進特別強調月間』です。
この２カ月間は特に県内各地で緑化運動が行われます。
緑の募金活動や緑化活動などの実施について、ご協力をお願いします。

長野県PRキャラクター
「アルクマ」
　長野県アルクマ©
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ふるさと信州に緑の輪を広げようふるさと信州に緑の輪を広げよう
美しい信州の緑や森林づくりのため、「緑の募金」に協力をお願いいたします。

ご協力をいただきました「緑の募金」は、里山の手入れ、
みどりの少年団の育成などに活用させていただきました。

高校生による募金活動

明日を担う子どもを育てる

みどりの少年団交流会開催 森林環境教育指導者研修会開催

県民植樹会場

好評発刊中

森林･林業の啓発と
緑化事業 緑の募金事業 公募事業

（緑の募金公募事業）
　　5.0％

(公社）国土緑化推
進機構の中央事業
（海外植林、公募事業
など）  3.6％

募金活動経費
（募金運動啓発、募金資材

など）  11.3％

人づくり事業
（みどりの少年団の育成、
指導者の養成など）
19.４％

緑化の推進事業
（公共施設の緑化、
緑化木の配布
植樹、育樹祭の
開催など）
60.7％

事業の体系

●情報誌等による広報、普及宣伝

●県民の集い等の開催

●後援会の開催等

●都市緑化等の環境整備

●森林づくり等実践参加の促進

●緑の募集活動

●公募事業の実施

●緑化の推進等

●みどりの少年団の育成

「緑の募金」
の使途

千曲川源流で
子どもたちが
故郷の森林と
川との関わり
を深めるお話
です。

平成28年度　長野県林業
関係ポスター等コンクール
国土緑化･育樹運動ポスター
 長野県知事賞　
　 宮田小学校　
　 小野　友花里さん作品

公益財団法人 長野県緑の基金
長野市大字南長野字幅下692-2　長野県庁内
TEL026-232-0111 内線4819  FAX026-234-0330
Eメール　green@midori-joho.gr.jp
ホームページ　http://www.midori-joho.gr.jp/
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トピックス

【林業士】

金井　のぞみ
上田市

株式会社　創恒

【林業士】

小池　利幸
小県郡長和町
株式会社　創恒

【林業士】

齋藤　真吾
上伊那郡中川村
中川村役場（委嘱）

【林業士】

佐々木　育夫
伊那市

【林業士】

中原　卓也
伊那市
自営

【林業士】

清沢　光彦
東筑摩郡朝日村
朝日村役場

【林業士】

武内　美江
長野市

長野森林組合

　

二
月
十
六
日
に
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー（
塩
尻
市
）に

お
い
て
、
今
年
度
新
た
に

認
定
し
た
七
名
の
林
業
士

に
認
定
証
書
を
授
与
し
ま

し
た
。

　

林
業
士
は
二
年
間
で

述
べ
四
十
六
日
間
の
研

修
を
終
え
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
林
業
士
制

度
が
発
足
し
て
四
十
三

年
目
を
迎
え
る
今
年
で
、

五
百
二
十
七
名
を
認
定
し

て
い
ま
す
。

　

認
定
証
書
授
与
式
で
は

認
定
審
査
に
あ
た
っ
た
菅

原
聰
委
員
長（
信
州
大
学

名
誉
教
授
）か
ら
、「
地
域

と
森
林
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
来
賓

の
川
島
潤
一
林
業
士
会
会
長
か
ら
は
「
地
域
か
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
に
、
各

※表示は【資格】、氏名、住所、勤務先※表示は【資格】、氏名、住所、勤務先

平
成
二
十
八
年
度　

平
成
二
十
八
年
度　

  
林
業
士
認
定
授
与
式
を

林
業
士
認
定
授
与
式
を

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

地
域
に
あ
る
林
業
士
会
を
活
用
し
、
仲
間
と
と
も
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん

で
ほ
し
い
」
と
お
二
人
か
ら
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
思
い
を
新
た
に
地

域
へ
と
戻
ら
れ
ま
し
た
。

　

里
山
の
整
備
や
利
活
用
、
成
熟
し
た
森
林
の
木
材
利
用
な
ど
、
林
業
士
の
皆

様
に
は
地
域
の
森
林
・
林
業
の
牽
引
す
る
中
核
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

 

【
信
州
の
木
活
用
課
】
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トピックス

平
成
二
十
八
年
度

平
成
二
十
八
年
度  

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

　

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日
と
二
月
一
日
の

二
日
間
、
中
部
森
林
管
理
局
が
主
催
す
る
「
平
成

二
十
八
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
」
を
、
同

局
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
同
局
管
内
の
国
有
林
職
員
が
日

頃
の
業
務
の
中
で
実
施
し
て
い
る
試
験
研
究
や
、
森

林
・
林
業
に
従
事
ま
た
は
関
係
す
る
行
政
・
教
育
・

研
究
機
関
や
団
体
等
の
先
導
的
取
組
、
林
業
体
験
活

動
等
の
実
施
に
関
す
る
報
告
等
に
つ
い
て
発
表
を
行

い
、
技
術
の
交
流
・
知
識
の
共
有
、
情
報
交
換
を
通

じ
一
層
の
連
携
に
よ
り
、
研
究
成
果
の
普
及
と
森

林
・
林
業
の
更
な
る
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
六
十
四
回
と
な

り
ま
す
。

　

発
表
会
は
、
国
有
林
及
び
民
有
林
発
表
者
が
「
森

林
技
術
」、「
森
林
保
全
」、「
森
林
ふ
れ
あ
い
」
の

三
つ
の
部
門
に
関

す
る
課
題
を
発
表

し
、
六
名
の
審
査

員
に
よ
っ
て
、
国

有
林
発
表
課
題
の

中
か
ら
優
秀
賞
を
、

ま
た
、
民
有
林
発

表
課
題
に
は
森
林

・
林
業
振
興
賞
を
、

学
生
発
表
課
題
に

は
奨
励
賞
を
授
与

す
る
形
式
で
行
い

ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
林

����� �������������� �������������
�������� �������������
�� �������������������

���� �������������
�������������
�������������
������������� ��������

�������� ���������������
�������������
�������������
��������� �������������
�������������
�������������
�������������
����� �������������������

���������������
����������������
���� ����������������
�����������������
��������������
��������������
�������������
�����������������
��������������
�������������� ��������

� � � ���������������
������ �������������
�� �����������������������
���������� �������������
�������������
�� ������������������������
������ �����������������

��������������
��������������
������������������
������������������
������������������
�������������������
�������������������
������������������
������������������

��������
業
の
低
コ
ス
ト
化
や
多
様
な
森
林
づ
く
り
へ
の
誘
導

に
向
け
た
取
組
、
林
業
の
安
全
や
防
災
に
関
す
る
研

究
発
表
、
地
域
と
連
携
し
た
「
民
国
連
携
」
に
関
す

る
取
組
、
ド
ロ
ー
ン
等
の
先
端
技
術
を
利
用
し
た
開

発
課
題
、
業
務
研
究
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い

て
の
発
表
等
、
国
有
林
関
係
か
ら
十
五
課
題
、
民
有

林
や
学
校
関
係
等
か
ら
十
課
題
、
合
わ
せ
て
二
十
五

課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
発
表
会
で
は
信
州
大
学
農
学
部
岡
野
哲

郎
教
授
や
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究
科
田

中
隆
文
准
教
授
ら
六
名
の
審
査
員
を
お
招
き
し
、
一

日
目
の
発
表
会
終
了
後
に
は
、
岡
野
教
授
か
ら
、
二

日
目
は
田
中
准
教
授
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
ご
と
に

丁
寧
な
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
審
査
員
に
よ
っ
て
局
長
優
秀
賞
三

課
題
が
選
出
さ
れ
、
森
林
・
林
業
振
興
賞
四
課
題
、

奨
励
賞
六
課
題
が
共
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
間
の
発
表
会
に
は
、
発
表
者
・
聴
講
者
等
を

含
め
延
べ
約
三
五
〇
名
の
参
加
が
あ
り
、
た
い
へ
ん

盛
大
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で

は
、
引
き
続
き
、
森
林
・

林
業
技
術
の
発
展
と
普
及

に
向
け
、
各
署
等
で
の
技

術
開
発
、
地
域
と
の
連
携

な
ど
、
民
有
林
関
係
者
と

共
働
・
協
調
を
深
め
、
情

報
発
信
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

受賞者記念撮影受賞者記念撮影

発表会の様子　発表会の様子　

【
中
部
森
林
管
理
局
】

【
中
部
森
林
管
理
局
】
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トピックス

地
元
産
の
カ
ラ
マ
ツ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
り
た
い

地
元
産
の
カ
ラ
マ
ツ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
り
た
い
……

村
産
材
を
使
う
会
（
キ
タ
モ
ク
）
の
家
具
作
り

南
佐
久
郡
北
相
木
村
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
主
伐
が
始
ま
り
ま
し
た
。
主

伐
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
以
前
に
も
増
し
て
木
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

北
相
木
村
で
は
地
元
の
カ
ラ
マ
ツ
を
使
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
想

い
を
も
っ
た
若
い
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、
小
さ
な
N
P
O
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
『
村
産
材
を
使
う
会
』（
キ
タ
モ
ク
）で
す
。
カ
ラ
マ
ツ
に
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
み
た
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
タ
モ
ク
で
は
、
そ
れ
を
伝
え
る
一
つ

の
形
と
し
て
『
家
具
』
の
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
若
い
セ
ン
ス
、
カ
ラ
マ
ツ

に
対
す
る
想
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
家
具
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
三
月

に
は
、
県
内
の
家
具
店
や
『
木
』
の
良
さ
を
知
っ
て
い
る
設
計
士
や
建
築
士
等
を
招

待
し
展
示
会
を

開
催
す
る
予
定

で
す
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い

今
後
の
家
具
作

り
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
元
の
人

た
ち
に
も
見
て

頂
き
、
村
産
カ

ラ
マ
ツ
の
可
能

性
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

カ
ラ
マ
ツ
材
×
地
元
職
人
の
技
と
想
い
＝
キ

タ
モ
ク
の
家
具
と
な
る
よ
う
、
日
々
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

■ 

Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｓ 

■　
（
キ
ー
ズ
）

伊
那
市
の
商
店
街
店
主
ら
で
作
る
「
伊
那
ま
ち
再

生
や
る
じ
ゃ
ん
会
」
が
地
元
産
の
ア
カ
マ
ツ
を
使
っ

た
多
用
途
ブ
ロ
ッ
ク
「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
」
を
考
案
し
ま
し
た
。

商
店
街
の
活
性
化
や
、
小
学
校
の
授
業
か
ら
森
に

興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
に
東
京
で
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
た
小
学
生
が
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の

課
題
と
し
、
十
月
の
「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
の
森
で
過
ご
す
一

日
2
0
1
6
」
で
は
東
京
か
ら
伊
那
市
に
訪
れ
る
な

ど
、
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
が
都
市
と
伊
那
の
森
を
つ
な
ぐ
か
け

は
し
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
キ
ー

ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
ま
で（
電
話
0
2
6
5
‐
96
‐
0
4
3
8
）。

■ 

木　

棺 

■

伊
那
市
地
域
材
研
究
会
が
開
発
し
た
伊
那
市
産

の
カ
ラ
マ
ツ
製
と
ヒ
ノ
キ
製
の
木
棺
の
一
般
提
供
が

始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ
の
集
成
材
を

表
板
と
側
板
に
使
い
底
板
は
合
板
で
強
度
を
保
っ
て

い
ま
す
。
市
内
の
火
葬
場
で
の
二
度
の
燃
焼
試
験
を

経
て
、
重
さ
や
強
度
と
燃
え
や
す
さ
の
兼
ね
合
い
を

探
っ
て
製
品
化
し
ま
し
た
。

　

故
人
と
同
じ
年
輪
を
重
ね
て
き
た
伊
那
の
木
で

作
っ
た
木
棺
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
伊
那
市
耕
地
林
務
課
ま
で（
電
話

0
2
6
5
‐
96
‐
8
1
2
7
）。

製
材
工
場
で
、
家
具
に
あ
わ
せ
た
木

製
材
工
場
で
、
家
具
に
あ
わ
せ
た
木

取
り
を
す
る
建
具
職
人
の
メ
ン
バ
ー

取
り
を
す
る
建
具
職
人
の
メ
ン
バ
ー

【
佐
久
地
方
事
務
所
】

【
上
伊
那
地
方
事
務
所
】

広
が
る
木
づ
か
い
　
〜
ソ
ー
シ
ャ
ル
　
　

　
　
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
都
市
・
伊
那
市
〜
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長
野
県
上
松
技
術
専
門
校
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
長
野
県
上
松
職
業
補
導
所
と
し

て
開
設
さ
れ
、
現
在
は
、
県
内
に
六
校
あ
る
技
術
専
門
校
の
ひ
と
つ
と
し
て
人
材
育

成
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
木
工
科
と
木
材
造
形
科（
定
員
各
二
十
名
）が
あ
る
の
は
こ

こ
だ
け
で
、
木
工
科
で
は
、
木
製
家
具
の
製
作
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
の

習
得
に
加
え
、
木
工
業
界
に
広
く
対
応
で
き
る
よ
う
据
付
家
具
な
ど
の
製
作
や
そ
の

施
工
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
と
技
能
の
習
得
を

行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
木
材
造
形
科
は
、
和
洋

木
製
家
具（
棚
、
テ
ー
ブ
ル
・
机
、
椅
子
等
）の

製
作
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
学
び
、
地
場
産

業
の
「
ろ
く
ろ
・
う
る
し
」
と
い
っ
た
実
習
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
の
期
間
は
一
年
間

で
す
が
、
訓
練
は
濃
密
で
、
明
確
な
目
的
を
持
っ

た
訓
練
生
は
、
熱
心
に
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

指
導
に
あ
た
る
先
生
方
も
、
日
々
、
使
用
機
械

の
保
守
点
検
や
木
工
に
お
け
る
基
本
技
術
の
大

切
さ
を
指
導
し
、
訓
練
生
の
技
量
に
見
合
っ
た

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
三
月
に
は
、
一
年
間
の
成
果
発
表
と

し
て『
ひ
の
き
の
里
の
技
能
祭
』が
開
催
さ
れ
、

訓
練
生
の
作
品
展
示
即
売
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
訓
練
生
が
丁
寧
に
仕
上
げ
た
作
品
は
、

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、
し
か
も
手
頃
な

価
格
で
購
入
で
き
る
と
あ
っ
て
全
品
抽
選
販

売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
「
ひ
の
き
の
里
」
か
ら
、
毎
年
、
木

工
の
匠
を
目
指
す
多
く
の
優
秀
な
技
能
者
・

技
術
者
が
輩
出
さ
れ
、
各
地
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　

  
【
木
曽
地
方
事
務
所
】

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
、
飯
伊
森
林
組
合
が
、
県
内
四
番
目
と
な
る

S
G
E
C（
緑
の
循
環
認
証
会
議
）森
林
認
証
の
流
通
・
加
工
部
門
の
Ｃ
ｏ
Ｃ
認

証
を
取
得
し
ま
し
た
。

有
効
期
間
は
平
成
三
十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
五
年
間
で
す
。

森
林
認
証
は
、
森
林
を
対
象
と
し
た
森
林
管
理
の
Ｆ
Ｍ
認
証
と
、
木
材
の
流

通
・
加
工
業
者
を
対
象
と
し
た
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
が
あ
り
、
認
証
製
品
と
し
て
消
費

者
ま
で
届
く
に
は
両
方
の
認
証
が
必
要
で
、
こ
の
過
程
で
違
法
木
材
が
混
ざ
ら

な
い
よ
う
管
理
さ
れ
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
木
材
を
原
料
に
生
産
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

こ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
森
林
の
評
価
・
森
林
の
保
護
・
産
地
の
証
明
・
製

品
の
保
証
・
国
際
的
競
争

力
向
上
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
飯
伊
森
林
組
合
で

は
、
現
在
認
証
森
林
が
な

い
た
め
、
長
期
受
託
経
営

に
よ
り
組
合
が
適
切
な
管

理
と
持
続
可
能
な
森
林
経

営
を
行
な
う
こ
と
を
目
的

に
Ｆ
Ｍ
認
証
の
取
得
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

飯
伊
森
林
組
合
が

飯
伊
森
林
組
合
が
CoCCoC
認
証
を
取
得
し
ま
し
た

認
証
を
取
得
し
ま
し
た

長
野
県
上
松
技
術
専
門
校

長
野
県
上
松
技
術
専
門
校

〜
ひ
の
き
の
里
で
の
人
材
育
成
〜

〜
ひ
の
き
の
里
で
の
人
材
育
成
〜

木材流通センターにある製材工場「ほうりん」木材流通センターにある製材工場「ほうりん」

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

展示販売される作品（一部）展示販売される作品（一部）製作に取り組む訓練生製作に取り組む訓練生
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県
産
材
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
、
公
共
建
築
物
へ
の
利
用
を
考
え
、
併
せ

て
、
県
産
材
利
用
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
を
考
え
よ
う
と
、「
公
共
建
築
物
へ

の
県
産
材
利
用
を
考
え
る
研
修
会
」（
〜
み
ん
な
で
県
産
材
を
使
お
う
、
そ
し

て
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
よ
う
!!
〜
）を
、
平
成
二
十
九
年
二
月
六
日（
月
）に
、

松
本
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
信
州
地
域
材
利
用
拡
大
推
進
協

議
会
及
び
信
州
木
材
認
証
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
第
一
部
は
講
演
、
第
二
部
は
セ
ミ
ナ
ー
で
構
成
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は

◆ 

大
規
模
建
築
物
の
木
材
利
用
の
取
組
み

　
（
㈱
竹
中
工
務
店　

木
造
・
木
質
建
築
推
進
本
部
）

◆ 

木
造
公
共
建
築
物
の
分
離
発
注（
東
御
市
農
林
課
）

◆ 

県
産
材
利
用
に
よ
る
経
済
効
果（
信
州
大
学
工
学
部
建
築
学
科
）

の
三
者
の
方
か
ら
御
講
演
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
第
二
部
で

◆ 

木
造
建
築
物
の
建
築
基
準
法
関
係
規
制
に
つ
い
て（
県
産
材
利
用
推
進
室
）

◆ 

信
州
型
接
着
重
ね
梁
に
つ
い
て（
信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー
）

◆ 

カ
ラ
マ
ツ
耐
火
集
成
材
に
つ
い
て（
齋
藤
木
材
工
業
㈱
）

◆ 

木
材
保
存
加
圧
注
入
処
理
剤
に
つ
い
て（
㈱
ラ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク
）

◆ 

県
産
材
型
枠
合
板
に
つ
い
て（
林
ベ
ニ
ヤ
㈱
）

◆ 

新
た
な
県
産
材
利
用
事
例
の
紹
介（
県
産
材
利
用
推
進
室
）

◆ 

„
信
州
の
木“ 

建
築
賞
に
つ
い
て（
建
設
部
建
築
住
宅
課
）

七
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

建
築
・
設
計
関
係
者
四
十
名
、
林
業
・
木
材
関
係
者
五
十
名
、
市
町
村
職
員

六
十
名
、
県
職
員
五
十
名
、
そ
の
他
若
干
名
で
、
合
計
二
百
六
名
と
多
く
の
参

加
者
を
い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
時
間
の
研
修
会
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆
様
は
大
変
真
剣
に
、
興
味
深
く

「
公
共
建
築
物
へ
の
県
産
材
利
用
を

「
公
共
建
築
物
へ
の
県
産
材
利
用
を

考
え
る
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た

考
え
る
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た

主催者挨拶主催者挨拶

燃エンウッドの展示燃エンウッドの展示

熱心に聴講される参加者の皆様熱心に聴講される参加者の皆様

竹中工務店様の御講演竹中工務店様の御講演

聴
講
し
て
い
た
だ
き
、
木
材
利
用
に
係
わ
る
情
報
提
供
の
ニ
ー
ズ
を
実
感
し
ま

し
た
。

今
後
も
、
こ
の
様
な
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
発
信
を
行
い
、

県
産
材
の
利
用
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】
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県
で
は
、
地
域
が
主
体
と
な
り
、
里
山
の
森
林
資
源
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
や
商
店
街
等
の
木
質
化
、
道
の
駅
等
で
の
販
売
な
ど
に
活
用
す
る
先
進
的
な

モ
デ
ル
と
な
る
取
組
に
つ
い
て
、
森
林
づ
く
り
県
民
税（
以
下
「
森
林
税
」
と

い
う
。）を
活
用
し
た
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業（
以
下
「
モ
デ

ル
事
業
」
と
い
う
。）で
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
に
よ
り
、
身
近
な
森
林
資
源
を
地
域
の
活
性
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
立
に
つ
な
げ
、森
林
資
源
の
持
続
的
活
用
を
図
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
は
開
始
か
ら
四
年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
例

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
ど
ん
ど
ん
使
お
う
！
信
州
の
木
」
と
い
う
冊

子
の
配
布
を
通
し
て
取
組
事
例
の
情
報
の
発
信
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。　

さ
ら
に
現
在
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
当
年
度
の
各
事
業
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
の
情
報
を
周
知
す
る
た
め
、
今
年
度
に
初
め
て
の
試
み
と
し
て
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
表
会
は
二
月
十
五
日
に
県
庁
西
庁
舎
で
開
催
し
、今
年
度
の
事
業
実
施
者
、

県
モ
デ
ル
事
業
担
当
者
、
市
町
村
職
員
の
ほ
か
、
地
域
で
の
木
材
の
利
活
用
に

関
心
の
あ
る
方
を
含
め
、
四
十
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
会
は
構
成
を
二
つ
に
分
け
て
実
施
し
、
前
半
は
平
成
二
十
八
年

度
に
事
業
を
実
施
中
の
五
地
域
の
事
業
の
経
過
発
表
を
行
い
、
後
半
で
は
、
平

成
二
十
五
年
度
、
二
十
六
年
度
に
三
地
域
で
実
施
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
モ
デ
ル

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
事
業
の
発
表
で
は
、
地
域
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
経
過
や
取
組
状
況
の
経
過
を
発
表
し
た
後
、
当
初
の
目
的
の
達
成
度
合

い
の
確
認
、
事
業
実
施
後
の
展
開
、
情
報
発
信
の
方
法
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行

信
州
の
山
に
眠
る「
県
産
材
」と
い
う
名
の
お
宝
大
発
見
！

　
　
　
　  
〜
「
信
州
の
木
活
用
モ
デ
ル
地
域
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
事
例
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
〜

取組事例の発表状況取組事例の発表状況

取組を紹介するコーナーも開設取組を紹介するコーナーも開設
（「kihada黄金の樹プロジェクト」）（「kihada黄金の樹プロジェクト」）

い
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
モ
デ
ル
の
発
表
は
、
既
に
事
業
実
施
後
、
一
年
か
ら
二
年
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
事
業
を
契
機
に
、
地
域
で
ど
の
よ
う
に
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
る
か
、
を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
す
る
取
組
は
、
地
消
地
産
の
モ
デ
ル
を
地
域
単
位
で
構
築
し
や
す
い
こ
と
も

あ
り
、
会
場
か
ら
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
と
、
活
発
に
意
見
が
出
ま
し
た
。

各
取
組
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
事
業
が
完
了
す
る
三
月
以
降
に
改
め

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

モ
デ
ル
事
業
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
森
林
税
第
二
期
の
「
森
林
税
の

見
え
る
化
」
の
取
組
と
し
て
開
始
し
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
県
内
各
地

の
十
八
地
域
で
様
々
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、長
野
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

http://w
w
w
.pref.nag

ano.lg
.jp/m

okuzai/sang
yo/ring

yo/
kensanzai/katsuyom

odel-top.htm
l
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長野県県産材振興対策協議会

■長野県森林組合連合会会長賞■■長野県治山林道協会長賞■

■長野県県産材振興対策協議会会長賞 ２点■

■長野県木材協同組合連合会理事長賞 ２点■

長野県 諏訪地方事務所 林務課
吹付工（チップ吹付）（茅野市北山地区）

林野庁中部森林管理局 東信森林管理署
木製校倉式土留工（上田市西内国有林内）

長野県下伊那地方事務所 林務課
丸太筋工（下伊那郡下條村字シイナ平）

長野県松本地方事務所  林務課
型枠工（東筑摩郡筑北村菖蒲沢）

林野庁中部森林管理局 中信森林管理署
木製天端保護工（北安曇郡小谷村中土）

国土交通省北陸地方整備局 千曲川河川事務所
木工沈床工　（安曇野市）

林野庁中部森林管理局 北信森林管理署
丸太残存型枠工　（飯山市照岡山国有林内）

環境省 中部地方環境事務所 長野自然環境事務所
木道整備工（北安曇郡白馬村（八方尾根））

木材利用工法木材利用工法のの優良工事事例コンテスト優良工事事例コンテスト
平成 28 年度、第７回優良工事事例コンテストの入賞作品を紹介します。平成 28 年度、第７回優良工事事例コンテストの入賞作品を紹介します。
本年度は、18点の応募があり、次のとおり 8点を表彰することといたしました。本年度は、18点の応募があり、次のとおり 8点を表彰することといたしました。

長野県知事賞長野県知事賞 中部森林管理局長賞中部森林管理局長賞
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トピックス／お知らせ　

　

長
野
・
岐
阜
両
県
が
連
携
し
て
、
首
都
圏
で
の
地
域
材
の
認
知
度
の
向
上
や
コ
ア
な

県
産
材
の
フ
ァ
ン
を
開
拓
す
る
た
め
、
首
都
圏
の
工
務
店
、
設
計
事
務
所
関
係
者
等
を

対
象
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
一
泊
二
日
で
実
施
し
、
信
州
カ
ラ
マ
ツ
を
は
じ
め
と
し
た

県
産
材
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、「
地
域
材
に
関
心
は
あ
る
が
、
実
際
に
地
域
に
足
を
運

ぶ
機
会
が
な
い
た
め
、貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」な
ど
参
加
者
か
ら
好
評
で
あ
り
ツ
ア
ー

継
続
を
求
め
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
少
人
数
を
対
象
と
し
た
濃
厚
な
セ
ミ
ナ
ー
開

催
を
通
し
て
、
更
な
る
県
産
材
の
需
要
創
出
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◆
主　

催　

信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー

◆
共　

催　

長
野
県
、
長
野
県
産
材
販
路
開
拓
協
議
会

◆
後　

援　

岐
阜
県

◆
参
加
者　

首
都
圏
の
工
務
店
、
設
計
事
務
所
関
係
者
等　

三
十
一
名

◆
開
催
日　

平
成
二
十
九
年
二
月
九
日（
木
）〜
十
日（
金
）

◆
場　

所　

松
本
市
及
び
塩
尻
市

◆
内　

容

　
　
﹇
講　
　

演
﹈　
「
構
造
デ
ザ
イ
ン
と
地
域
材
活
用
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
建
築
と
林
業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
る
地
域
材
利
用
建
築
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

准
教
授　

小
原　

勝
彦 
氏

　
　
﹇
本
音
談
義
﹈　
「
〜
教
え
て
く
だ
さ
い
！
本
音
の
ト
コ
ロ
〜
」

　
　
﹇
地
域
材
を
活
用
し
た
木
製
品
の
紹
介
﹈

　
　
﹇
講　
　

演
﹈　
「
信
州
カ
ラ
マ
ツ
の
魅
力
に
迫
る
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
所
長　

吉
田　

孝
久 

氏

　
　
﹇
実
験
見
学
﹈　

実
在
大
の
曲
げ
破
壊
等
の
実
験
見
学

　
　
﹇
工
場
見
学
﹈　

〜
ア
ッ
！
と
い
う
間
に
丸
太
が
製
品
に
!?
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
：
征
矢
野
建
材
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
ヤ
ノ
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク

『
地
域
材
』
ま
る
わ
か
り
バ
ス
ツ
ア
ー

『
地
域
材
』
ま
る
わ
か
り
バ
ス
ツ
ア
ー

信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー　

《１日目》《２日目》

【給付対象】工務店、設計事務所、建築事務所 
【給付の条件】 
 以下の条件をすべて満たすことが必要です。 
（１）給付する材料を用いて施工する物件を有していること 
（２）重ね梁の設置が 平成29年５月末日（予定）までに完了
　　　すること  
（３）重ね梁の接着面が見える場所へ設置すること 
（４）個人住宅への設置の場合、設置完了後、工務店等を対象 
   とした接着重ね梁の見学会、又は勉強会を１回以上開催 
   できること  
（５）施工中及び完成後も接着重ね梁のＰＲを継続して行うこ 
   と  
（６）完成後、事務局からアンケート等依頼された場合は協力 
   できること 
（７）完成後、状況確認等のために事務局の職員が立ち入るこ 

「信州型接着重ね梁」を使っていただける
 現場を募集します！！ 

 

【給付の内容】 
 （１）信州型接着重ね梁 ２０本程度 
   （長野県内１０本、県外１０本程度を想定） 
 （２）寸法・規格等は別紙に記載のとおり 
【お申し込み方法】 
 別紙、現物支給申請書に必要事項記載の上、事務局
　までファックスかメールにより申込みしてください。 
【申込期間】 
 平成29年５月19日（金）（予定）まで 
 ただし、予算が終了次第、申し込みを締め切ります。 
【提供者の決定】 
提出された現物支給申請書の内容を審査の上、提供数
量を決定します。  
【その他】 
 詳細は、以下のホームページをご覧ください。 

  

接着重ね梁の利用事例 

お申込み・問合せ先 
信州地域材利用拡大推進協議会（土日、祭日を除く、午前９時から午後５時） 

まるで、
「無垢！」 

〒380-8567 長野県長野市岡田町30-16　TEL : 026-226-1471 , FAX : 026-228-0580 

 http://shinshu-kiraku.net/ 

E-mail :  nkenmokuren@siren.ocn.ne,jp

「信州型接着重ね梁」
使ってみませんか？

国土交通大臣認定製品 × 信州木材認証製品  

参加者との意見交換の様子参加者との意見交換の様子
開発中の県産材製品の試験状況を見学開発中の県産材製品の試験状況を見学

（長野県林業総合センター）（長野県林業総合センター）
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森
の
元気

情報

こ
の
ほ
か
、
林
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
林
業
現
場
を
見
学

す
る
「
一
日
現
場
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、
就
業
へ
の
適
性
を
確
認
す
る
「
就
業
支
援
講

習
（
四
日
コ
ー
ス
、
十
六
日
コ
ー
ス
）」
や
、
現
在
の
林
業
現
場
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
高
性
能
林
業
機
械
の
専
門
研
修
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
主
伐
期
を
迎
え
林
業
現
場
で
は
、
大
径
木
を
扱
う
こ
と
は
必
至
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
安
全
に
、
そ
し
て
効
率
的
に
作
業
で
き
る
林
業
技

能
者
や
現
場
管
理
者
の
確
保
と
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】

「
林
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
」
は
、
当
財
団
が
平
成
八
年
に
林
業
労
働
力
確

保
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
て
以
来
二
十
年
間
ず
っ
と
取
り
組
ん

で
き
た
基
幹
業
務
で
す
。
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
本
誌
三
月

号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
当
財
団
が
行
っ
て
い
る
研
修
業
務
に
的
を

絞
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
指
定
当
初
は
、
県
か
ら
実
施
主
体
が
移
行
さ
れ
た
林
業
技
能
作
業

士
（
グ
リ
ー
ン
マ
イ
ス
タ
ー
）
養
成
研
修
や
、
当
時
は
珍
し
か
っ
た
高
性
能
林
業

機
械
の
操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
研
修
等
を
皮
切
り
に
研
修
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
。平

成
十
五
年
に
は
国
の
「
緑
の
雇
用
」
事
業
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
二
十

　
三
年
度
か
ら
は
林
業
技
能
作
業
士
制
度
に
替
わ
り
、
林
業
未
経
験
者
で
も
段
階

的
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
研
修
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
緑
の
雇
用
」
研
修
は
、
当
財
団
が
行
う
集
合
研
修
と
研
修
生
が
所
属

林
業
の
担
い
手
確
保

林
業
の
担
い
手
確
保･･

育
成
の
取
組

育
成
の
取
組

〜
長
野
県
林
業
労
働
財
団
〜

〜
長
野
県
林
業
労
働
財
団
〜��������� ��������������������� �������������������� ���������������������� �������������� ��������������������� ������������� ������������������������� ������������� ����������������������� ���������� ���������������������������� �� � ����� ������������������������� ���������� ������������������������ �� � � ����������������������� �� � � �������������������������������� ���������� ������������������������������� �� ����������������������������

タワーヤーダの架設を行う研修生タワーヤーダの架設を行う研修生

伐倒方向の確認を行う研修生伐倒方向の確認を行う研修生

す
る
事
業
体
の
指
導
員
が
行
う
実
地
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
研
修
、
そ
の
指
導
員
を
養
成
す

る
指
導
員
能
力
向
上
研
修
な
ど
に
よ
り
体
系
化
（
※
表
１
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
八
年
度
の
研
修
で
は
林
業
作
業
士
（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー 

※
Ｆ
Ｗ
）

の
一
年
目
か
ら
三
年
目
の
集
合
研
修
と
現
場
管
理
責
任
者
（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

ダ
ー 

※
Ｆ
Ｌ
）
の
集
合
研
修
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
百
四
十
名
と
二
十
一
名
の

担
い
手
育
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
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当
連
合
会
の
第
80
回
通
常
総
会
が
平

成
29
年
２
月
24
日(

金)

に
長
野
県
林

業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お
い
て
、
会
員
・

来
賓
の
皆
様
に
多
数
出
席
賜
り
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

  

総
会
は
、
林
和
弘
副
会
長
の
開
会
に

続
き
、
藤
原
忠
彦
会
長
が
挨
拶
を
行

い
、
県
下
森
林
組
合
に
お
け
る
不
適
正

事
案
に
関
し
て
系
統
一
丸
と
な
っ
て
信

頼
回
復
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、
国
税

版
・
森
林
環
境
税
の
実
現
に
つ
い
て
平

成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結
論
を

　

平
成
28
年
は
、
全
国
後
継
者
大
会
・

全
国
植
樹
祭
・
山
の
日
制
定
祝
祭
祝
典

が
天
皇
皇
后
両
陛
下
・
皇
太
子
同
妃
両

殿
下
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
ま

出
す
と
さ
れ
た
こ
と
、
新
系
統
運
動

「JF
O
R
E
S
T

森
林
・
林
業
・
山
村
未

来
創
造
運
動
」
の
県
域
で
の
運
動
展
開

に
つ
い
て
策
定
し
新
た
な
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
く
旨
、
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用

藤原会長による挨拶藤原会長による挨拶

議事の様子議事の様子

課
・
山
崎
明
林
務
技
監
兼
課
長
、
中
部

森
林
管
理
局
・
新
島
俊
哉
局
長
、
衆
議

院
議
員
・
後
藤
茂
之
様
、
衆
議
院
議
員
・

井
出
庸
生
様
、
参
議
院
議
員
・
杉
尾
秀

哉
様
、
農
林
中
央
金
庫
関
東
業
務
部
・

岩
田
正
副
部
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。

　

議
事
は
、
木
曽
南
部
森
林
組
合
・
中

村
今
朝
男
組
合
長
を
議
長
に
、
第
Ⅰ
号

議
案
・
平
成
28
年
度
事
業
報
告
等
か

ら
、
第
９
号
事
案
・
系
統
運
動
方
針
に

つ
い
て
ま
で
の
全
９
議
案
が
審
議
の

上
、
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し

た
。 

　

引
き
続
き
、
系
統
利
用
優
良
森
林
組

合
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
及
び
永
年
勤
続

役
職
員
表
彰
（
専
任
職
員
15
名
、
技
能

職
員
23
名
）
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
松
本
広
域
森
林
組
合
・
曽
根
成

明
総
務
課
長
か
ら
謝
辞
を
い
た
だ
き
、

総
会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

し
た
。

  

新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
が
５

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
集
約
化
に
よ
る

森
林
経
営
、
再
造
林
等
に
よ
る
適
切
な

更
新
、
国
土
保
全
、
森
林
資
源
を
活
用

し
た
成
長
産
業
と
就
業
機
会
の
創
出
に

よ
る
地
方
創
生
、
林
業
の
持
続
的
健
全

発
展
、
効
率
的
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
等
が
政
府
の
講
ず
べ
き

施
策
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
系
統
運
動
「
森
林
・
林
業
・
山
村

未
来
創
造
運
動
〜
次
代
へ
森
を
活
か
し

て
地
域
を
つ
く
る
」
に
お
い
て
は
、
５

年
後
の
姿
を
描
き
腹
に
落
ち
る
数
値
目

標
を
立
て
運
動
方
針
を
作
成
す
る
こ
と

の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
人
工
林
が
伐

期
を
迎
え
る
中
で
、
流
通
を
担
う
県
森

連
は
全
森
連
、
中
部
圏
域
の
県
森
連
と

も
協
調
を
図
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
木
材
需
要
の
拡
大
を
推
進

し
ま
し
た
。

　

木
材
需
要
に
つ
い
て
は
、
住
宅
着
工

戸
数
が
前
年
を
上
回
り
、
集
成
材
・
合

板
等
の
需
要
も
旺
盛
で
あ
り
価
格
は
上

昇
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大
口
需

要
先
は
慎
重
な
構
え
を
崩
さ
ず
横
這

い
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し

て
販
売
・
加
工
部
門
を
通
じ
総
体
で

３
０
６
千
㎥
を
取
扱
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
官
民
一
体
と
な
っ

て
安
定
供
給
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
示

し
て
頂
い
た
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
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森
林
組
合
に
よ
る
不
祥
事
に
対
し
て

は
、
二
度
と
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
さ
せ

な
い
対
策
を
自
ら
徹
底
的
に
誠
実
に
実

行
し
、
誰
が
見
て
も
適
正
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業
を
行
う
こ
と
に
尽
き
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
会
員
役
職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
を
実
施
し
再
発
防
止
喚
起

に
努
め
ま
す
。

　

伐
期
に
達
し
た
人
工
林
を
循
環
す
る

た
め
、
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
一
貫
し
た

作
業
を
進
め
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に

努
め
ま
す
。
そ
の
上
で
、
労
働
災
害
防

止
は
絶
対
条
件
で
、
事
業
主
と
労
働
者

が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
安
全
対
策
が
労
働
生

産
性
を
高
め
る
秘
訣
で
あ
り
、
林
業
に

魅
力
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
災
害
の
な

い
、
知
能
労
働
に
見
合
う
収
入
が
得
ら

れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
担
い
手
確
保
に

繋
が
る
、
減
災
と
待
遇
改
善
に
努
め
ま

す
。

　

合
法
木
材
や
５
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
理
解
普
及
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
信
州
カ
ラ
マ
ツ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
や
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
の
事
業
体
と

し
て
、
認
証
材
の
有
利
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
系
統
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
広
域
連
携
に
よ
る
県
産
材

の
安
定
供
給
図
り
、
需
要
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
ま
い
り
ま
す
。

永年勤続表彰登壇者の皆様永年勤続表彰登壇者の皆様

長野森林組合 公平武義様長野森林組合 公平武義様

信州上小森林組合 保科勝様信州上小森林組合 保科勝様

南佐久南部森林組合 小柏敏朗様南佐久南部森林組合 小柏敏朗様

松本広域森林組合 曽根成明様松本広域森林組合 曽根成明様

松本広域森林組合 飯沼千賀子様松本広域森林組合 飯沼千賀子様

長野森林組合 小池資晃様長野森林組合 小池資晃様
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２
月
13
日
（
月
）、
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ

ル
（
長
野
市
）
に
お
い
て
、
協
同
組
合

職
員
交
流
集
会
（
主
催
：
長
県
協
同
組

合
連
絡
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
交
流
集
会
は
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
中
央

会
、
信
連
、
全
農
、
厚
生
連
、
共
済
連
、

生
協
、
労
金
、
労
協
な
が
の
、
森
連
等

協
同
組
合
の
一
般
職
員
（
45
歳
以
下
）

が
協
同
組
合
に
つ
い
て
学
ぶ
と
共
に
、

他
の
協
同
組
合
組
織
・
事
業
・
活
動
の

理
解
を
深
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
４
回
目
と

な
る
今
回
は
32
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

青
木
健
協
同
組
合
連
絡
会
会
長
（
労

協
な
が
の
代
表
理
事
）
に
よ
る
主
催
者

挨
拶
の
後
、〝
学
習
会
〜
問
題
提
起
〜
〞

と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
総
研
・
前
田
健
喜
協
同

組
合
研
究
部
長
・
主
任
研
究
員
よ
る「
協

同
組
合
の
役
割
と
協
同
組
合
間
連
携
の

強
化｣
と
題
し
て
協
同
組
合
の
歴
史
・

情
勢
・
役
割
・
現
状
・
課
題
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
組
織
の
出
席
者
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
〝
自
分
の
仕
事
と

〜
協
同
組
合
の
未
来
に
向
か
っ
て
〜

〜
協
同
組
合
の
未
来
に
向
か
っ
て
〜

協
同
組
合
職
員
交
流
集
会
開
催
さ
れ
る

協
同
組
合
職
員
交
流
集
会
開
催
さ
れ
る

他
の
協
同
組
合
の
仕
事
が
連
携
で
き
な

い
か
考
え
て
み
よ
う
〞
と
し
て
グ
ル
ー

プ
で
意
見
交
換
し
、
討
議
結
果
を
集
約

し
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
ま
と
め
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
結
果
を
共
有
し

ま
し
た
。県
森
連
か
ら
は
横
森
久
道（
東

信
木
材
セ
ン
タ
ー
）、
青
柳
正
人
（
南

信
木
材
セ
ン
タ
ー
）、
池
内
繁
明
（
中

信
木
材
セ
ン
タ
ー
）
が
出
席
し
、
異
業

種
の
方
と
の
討
論
、
情
報
交
換
を
通
じ

て
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

活発な討論で交流･親睦を深める活発な討論で交流･親睦を深める
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 29 年度 平成 29 年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語未来へと 植えて育てる 緑の輪未来へと 植えて育てる 緑の輪

信州の緑と野鳥を守る会
一般社団法人

 理 事 長　小林  富夫

国立研究開発法人森林総合研究所 
森 林 整 備 セ ン タ ー
長 野 水 源 林 整 備 事 務 所

長 野 県 水 源 林 造 林 協 議 会
所　長　山 崎  英 志

会　長　中 村  武 雄

信州木材認証製品センター
副理事長　齋藤 　廣
副理事長　滝澤 栄智

専務理事　宮﨑 広雄
事務局長　松本 寿弘

理 事 長　宮崎 正毅

長 野 県 猟 友 会
一般社団法人

会　  長　赤津  安正

長野県山林種苗
　　　協同組合

理 事 長　冨澤  修一

長野県木材協同組合連合会
理 事 長　宮崎 正毅
副理事長　佐原 良彦
副理事長　都築 　透
副理事長　大久保陸男

副理事長　岡 健一郎
副理事長　麦島 照幸
専務理事　宮﨑 広雄
事務局長　松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部
支 部 長　細川 忠國
副支部長　滝澤 栄智

専務理事　宮﨑 広雄
事務局長　大屋 博利

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

一般財団法人

中 村　 慎理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長　宮崎 正毅 副 会 長   木下 　修

会　  長　滝澤 栄智

長野県森林組合連合会
代表理事会長　藤原 忠彦
副 会 長   林　 和弘

代表理事専務　滝澤 栄智
常 務 理 事　安原 輝明

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長　藤原 忠彦
副理事長　宮崎 正毅

副理事長　木下 　修
常務理事　 塩入 　茂

長野県治山林道協会
会　 長　羽田 健一郎 役職員一同
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 29 年度 平成 29 年度 
育樹運動標語育樹運動標語育てよう 豊かな森と 未来の笑顔育てよう 豊かな森と 未来の笑顔

松本地域森林林業振興会
役職員一同

長野地方緑化推進委員会

長野県森林組合長会
林　 和 弘会 長

下伊那山林協会
役職員一同

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木 曽 山 林 協 会
会　長 役職員一同貴 舟　 豊

長野県造林協会
会 　 長　藤原  忠彦

佐久森林林業振興会
役職員一同

長野県林業
　   コンサルタント協会

一般社団法人

羽田 健一郎理 事 長

会　長 横川  正知 役職員一同

長野県林業
　薬剤防除協会

会 　 長　石川  　亮

上小林業振興会
会　長　羽田 健一郎 役職員一同

長野県下伊那郡阿南町新野2451-8



南佐久南部森林組合
藤原 忠彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

南佐久北部森林組合
佐々木 定男代表理事

組 合 長

南佐久中部森林組合
黒澤 和夫代表理事

組 合 長
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 29 年度 平成 29 年度 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語未来へと 植えて育てる 緑の輪未来へと 植えて育てる 緑の輪

一般社団法人

長野林業土木協会
　役員一同木  下 　 修 会 長

本社　長野市稲葉2413-3　☎026-224-8708

代表取締役 池田 正治

日本林業土木株式会社
長野出張所 所　長　竹内 正比古
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

株式会社 長 野 林 友
代表取締役　大屋  孝好

長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-7741

長野国有林森林整備協会
副 会 長

長野市稲葉母袋沖 612-2
会　  長　花見 隆夫 林　 和 弘

北信木材生産センター協同組合
専務理事　小林 　健

長野市大字穂保字中ノ配 342

代表理事　竹下 元治

株式会社 森林テクニクス
長野市松岡 1-16-34　☎026-214-9271

長野支店

㈱中部森林技術コンサルタンツ
 長野支店

支 店 長　小池 雄二
長野市稲葉中千田沖 2040-2　☎026-224-8710

一般財団法人

日本森林林業振興会 長野
支部

支 部 長　土田 　薫
長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-0915

0269-38-1761

株式会社 モリレン長野
代表取締役　田中 髙德

損害保険代理店・環境事業計画施工・墓石

長野市中御所岡田町 30-16

木曽木材生産事業協会
木曽郡上松町荻原中島 1579-3

会　　長　神田 清二

一般社団法人

日本森林技術協会
長野事務所 所　長　井上　康
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-217-2660
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 29 年度 平成 29 年度 
育樹運動標語育樹運動標語育てよう 豊かな森と 未来の笑顔育てよう 豊かな森と 未来の笑顔

木 曽 森 林 組 合
神村 光雄代表理事

組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同中村 今朝男代表理事

組 合 長

北信州森林組合
役職員一同中山 稿一代表理事

組 合 長

栄 村 森 林 組 合
役職員一同桑原 重雄代表理事

組 合 長

長 野 森 林 組 合
役職員一同酒井 美明代表理事

組 合 長

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

倉沢 明人代表理事
組 合 長

諏 訪 森 林 組 合
役職員一同

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白 鳥　 孝代表理事
組 合 長

和 合 森 林 組 合
役職員一同村澤 博光代表理事

組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

下伊那郡根羽村 407-10

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木）国有林土場等活用委託販売市売日
花まつり
第43回全木協連優良
国産材製材品展示会
4月22日（土）

春季謝恩市
4月25日（火）

4月 6日（木）
春季謝恩市
4月24日（月）

4月18日（火）

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※ 本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

４月の市売りのご案内４月の市売りのご案内

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1　　　　 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

南木曽町森林組合
藤原 和年代表理事

組 合 長 役職員一同

役職員一同

飯伊森林組合
林　 和弘 古田 芙士代表理事

組 合 長
代表理事
顧 問

吉澤 悦史常務理事
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長野県の木材市況����� ����������������������������� ��������������������� ���������������� ��� � �� � ����� ����� �� ����� ������� ������� �� � ���� ��� � ����� ������ ������ ��������������������� ����� ������ ���������� � ����� ������ ������ �������������������������������������� ����� ������ �������� ����� ������ �������� ��� ������ ���������� � ��� ������ ������ � ����������� � ��� ������ ������ ���� ��� � ��� ������ ������ ��������� ������� � ��� ������ � ���������������� � ��� ������ ����� ��� � ��� ������ ���� ��� � ��� ������� ��� ��� � ��� ������ ����� ��� � �� ������ ������� ������������������� ��� ������ �������� ����� ����� �������� ��� � ����� ������ ����� � ������������������� � ��� ������ �������� � ��� ������ ����� ��� � ����� ������ ������ � ���������������������� ��� ������ ������ �������� ������� ������ ��� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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